
ハノイ

ネーピードー円  東西経済回廊整備事業
　（実施中） p.06-11
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昆明

技  ヤンゴン港・内陸水運施設
海   円  ティラワ経済特別区および
周辺インフラ（港、電力、道路など）
（実施中）   p.06-11

円  マプタプット工業港

円  カンボジア国道5号線（実施中）
円  無  技  海シハヌークビル港
（円  ：多目的ターミナル整備実施中無  ：実施中技  ：実施中）

円  ：シハヌークビル港経済特別区

円  無  ナムグム水力発電所（円  ：実施中）

円  ナムルック水力発電所

円  無  ビエンチャン国際空港（円  ：実施中）

円  ファーライ火力発電所

円  カイラン港

円  ラックフェン港（実施中）

円  ハイフォン港

無  パクセー橋

無  メコン架橋（きずな橋）

無  カンボジア国道6・7号線
円  フーミー火力発電所

円  カイメップ・チーバイ港
円  サイゴン東西ハイウェイ
円  南北高速道路（該当区間）（実施中）

円  タンソンニャット国際空港

無   ネアックルン橋梁（つばさ橋）
無  カンボジア国道1号線

円  第2メコン架橋
無   ラオス国道9号線
 p.12-13
円  ハイヴァントンネル
円  ダナン港

円  ラムタコン揚水式水力発電所

円  第2バンコク国際空港

円  レムチャバン商業港

メコン川

東西経済回廊

南部経済回廊

円  円借款　無  無償資金協力　技  技術協力　海  海外投融資　紫字 ： 南部経済回廊　赤字 ： 東西経済回廊　灰字 ： 周辺のインフラ整備
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Ｓ
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Ａ
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と
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Ｓ
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ド
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関
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成
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。

　

メ
コ
ン
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で
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済
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済
回
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と
い
う
二

つ
の
回
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現
し
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い
る
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Ｐ
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Ｃ
Ａ
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チ
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く
。

東南アジア  回廊構想
地域全体の発展で生まれる

相乗効果
経済活動を活性化させるために不可欠な運輸インフラを、
周辺国も含めた地域全体で考えてJICAは開発支援を行っている。
今、アジア地域で行う「回廊開発アプローチ」とは？

長期的な視点で描くマスタープラン①計画策定

②事業実施 多様なアプローチで事業を支援

経済成長が都市部に偏らないよう、広い地域に行き渡らせることで、
国全体を開発し、貧困削減を実現させる成長シナリオを描いていく。

地域社会の基盤となる回廊インフラ整備計画と、経済活動を構成する農業・鉱業・商業・工業などの産業開発戦略を結び付け、さらに保健・公衆衛生・教育な
どの社会セクター開発戦略も検討しながら策定。20～30年先の地域社会経済の姿を見据えた長期的視点と、国や地域を越えてASEAN諸国全体を広域的に
とらえた視点が特徴。

回廊インフラ整備計画
社会セクター
開発戦略
・ 保健
・ 公衆衛生
・ 教育
・ 給水

など

産業開発
戦略
・ 鉱業
・ 農業
・ 観光
・ 技術教育

など

制度構築・技術移転
（ソフトインフラ）
◦税関支援（技術協力）
◦投資促進支援（技術協力）
◦インフラ運営管理のため
　の能力強化（技術協力）

施設整備
（ハードインフラ）
◦港湾、道路・橋梁、鉄道などの整備
　（無償・有償）
◦電力開発・送変電整備（無償・有償）
◦ワンストップ・ボーダーポスト 
　（OSBP）＊施設整備（無償・有償）
◦経済特区（SEZ）整備（無償・有償）

コンポンチャム

ノンカイ

＊税関業務運営方式の一つ。通常は出国側と入国側とでそれぞれ輸出入の手続きを要するところを1回で済ま
すことによって、国境を通過する物資の滞留時間を短縮し、物流の促進を図る。
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参加型計画
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広域的
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JICAの回廊開発アプローチ

道路 未来へ続く道を造る特集

多
様
な
検
討
要
素
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